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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電話回線を接続し、前記電話回線を介した発着呼を取り扱う親機とコードレス子機とを
有する電話装置であって、
　携帯型音楽プレーヤからの音声データを無線通信により受信する近接無線通信部と、
　前記近接無線通信部を介して、前記携帯型音楽プレーヤの状態を管理し、前記携帯型音
楽プレーヤの再生一時停止及び再生を制御する遠隔制御情報を前記携帯型音楽プレーヤに
送信する音楽プレーヤ制御部と、
　前記携帯型音楽プレーヤからの音声データを音声出力する複数のスピーカと、
　前記携帯型音楽プレーヤから受信した音声データを再生し、前記音声データを前記複数
のスピーカに出力する音声処理部と、
　前記電話回線を介した発呼又は着呼を検知し、前記複数のスピーカにより前記音声デー
タを音声出力中に着呼又は発呼が検知された場合、前記携帯型音楽プレーヤに音声データ
の出力を一時停止させる前記遠隔制御情報を通知するように前記音楽プレーヤ制御部に指
示して、前記携帯型音楽プレーヤからの音声データの出力を一時停止させて前記コードレ
ス子機に通話開始させ、その後、前記コードレス子機における通話が終了したことを検知
すると、前記携帯型音楽プレーヤに音声データの出力を再生させる前記遠隔制御情報を通
知するように前記音楽プレーヤ制御部に指示して、前記携帯型音楽プレーヤからの音声デ
ータの出力を再開させる呼制御部と、を備え、
　前記近接無線通信部、前記音楽プレーヤ制御部、前記複数のスピーカ、前記音声処理部
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、及び前記呼制御部は、前記電話装置の前記親機内に設けられる、
　電話装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電話装置、電話システム、及び制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、様々な音楽を再生する機能を備えた携帯型音楽プレーヤが広く普及し、音楽プレ
ーヤに専用の外部スピーカを接続し、音楽プレーヤの楽曲を、より大音量で愉しむことが
できる。携帯型音楽プレーヤには、専用の音楽プレーヤ以外に、携帯電話端末（例えば、
スマートホン、携帯電話端末）に音楽プレーヤの機能が搭載される場合もある。
【０００３】
　特許文献１では、携帯型音楽プレーヤに関する従来技術として、携帯型音楽プレーヤと
専用の外部スピーカユニットとを無線受信パックを介して接続する技術を提案している。
【０００４】
　また、一般的な家庭内、オフィス内には、固定電話回線と接続可能な電話装置が設置さ
れる場合が多い。電話装置に関する従来技術が特許文献２及び特許文献３に開示されてい
る。
【０００５】
　特許文献２では、ＰＨＳ（Personal Handy-Phone System）の技術を用いて、携帯電話
機の通信モードを公衆モード又は自営モードに切り替えるコードレス電話システムが開示
されている。このコードレス電話システムは、屋外では携帯電話機として、宅内ではコー
ドレス電話機の子機として、１つの携帯端末を併用可能である。
【０００６】
　特許文献３では、電話網制御回路とデジタル無線通信部を備えた親機に、無線ＩＰ電話
端末を接続し、無線ＩＰ電話端末をインターネット無線電話器として利用する電話機シス
テムが開示されている。電話網制御回路は固定電話網通信部に相当する。デジタル無線通
信部は無線ＬＡＮ通信部に相当する。無線ＩＰ電話端末は、子機に相当する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００７－３３６５１１号公報
【特許文献２】特開２０００－２５３４４８号公報
【特許文献３】特開２００６－０２５０２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献２、３のＰＨＳ端末、若しくは、無線ＩＰ電話端末に音楽プレ
ーヤ機能を搭載させた電話端末をコードレス電話装置の子機として利用することは可能で
あるが、特許文献１の音楽プレーヤの外部スピーカとして、特許文献２，３のコードレス
電話装置を利用するものではなく、コードレス電話装置とは別個に専用の外部スピーカを
購入する必要がある。
【０００９】
　また、特許文献１～３の技術では、音楽プレーヤによる音楽再生時に、音楽プレーヤと
コードレス電話機との連携が不十分である。
【００１０】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、音楽再生装置により音声データを再
生する場合の音楽再生装置と電話装置との連携を向上できる電話装置、電話システム、及
び制御方法を提供する。
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【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、電話回線を接続し、前記電話回線を介した発着呼を取り扱う親機とコードレ
ス子機とを有する電話装置であって、携帯型音楽プレーヤからの音声データを無線通信に
より受信する近接無線通信部と、前記近接無線通信部を介して、前記携帯型音楽プレーヤ
の状態を管理し、前記携帯型音楽プレーヤの再生一時停止及び再生を制御する遠隔制御情
報を前記携帯型音楽プレーヤに送信する音楽プレーヤ制御部と、前記携帯型音楽プレーヤ
からの音声データを音声出力する複数のスピーカと、前記携帯型音楽プレーヤから受信し
た音声データを再生し、前記音声データを前記複数のスピーカに出力する音声処理部と、
前記電話回線を介した発呼又は着呼を検知し、前記複数のスピーカにより前記音声データ
を音声出力中に着呼又は発呼が検知された場合、前記携帯型音楽プレーヤに音声データの
出力を一時停止させる前記遠隔制御情報を通知するように前記音楽プレーヤ制御部に指示
して、前記携帯型音楽プレーヤからの音声データの出力を一時停止させて前記コードレス
子機に通話開始させ、その後、前記コードレス子機における通話が終了したことを検知す
ると、前記携帯型音楽プレーヤに音声データの出力を再生させる前記遠隔制御情報を通知
するように前記音楽プレーヤ制御部に指示して、前記携帯型音楽プレーヤからの音声デー
タの出力を再開させる呼制御部と、を備え、前記近接無線通信部、前記音楽プレーヤ制御
部、前記複数のスピーカ、前記音声処理部、及び前記呼制御部は、前記電話装置の前記親
機内に設けられる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、音楽再生装置により音声データを再生する場合の音楽再生装置と電話
装置との連携を向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】実施形態におけるコードレス電話システムの構成例を示すブロック図
【図２】実施形態におけるコードレス電話親機の構成例を示すブロック図
【図３】実施形態におけるコードレス電話子機の構成例を示すブロック図
【図４】実施形態におけるコードレス電話装置と携帯型音楽プレーヤとが連携する場合の
リモコン操作時の第１動作例を示すシーケンス図
【図５】実施形態におけるコードレス電話装置と携帯型音楽プレーヤとが連携する場合の
リモコン操作時の第１動作例を示すシーケンス図（図４の続き）
【図６】実施形態におけるコードレス電話装置と携帯型音楽プレーヤとが連携する場合の
リモコン操作時の第２動作例を示すシーケンス図
【図７】（Ａ）～（Ｃ）実施形態におけるコードレス電話子機における状態変化と画面遷
移との関係の一例を表す模式図
【図８】実施形態におけるコードレス電話装置と携帯型音楽プレーヤとが連携する場合の
電話着信時の第１動作例を示すシーケンス図
【図９】実施形態におけるコードレス電話装置と携帯型音楽プレーヤとが連携する場合の
電話着信時の第２動作例を示すシーケンス図
【図１０】実施形態におけるコードレス電話装置と携帯型音楽プレーヤとが連携する場合
の電話発信時の動作例を示すシーケンス図
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して説明する。
【００１７】
（本発明の一形態を得るに至った経緯）
　特許文献１の技術では、例えば家庭内で望ましい環境で音楽を試聴するためには、ユー
ザは専用の外部スピーカユニットを購入する必要がある。また、外部スピーカユニットは
音響を出力するのみであり、例えば音質、音量を改善することは困難である。
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【００１８】
　また、例えば、外部スピーカユニットと携帯型音楽プレーヤとを接続するために、携帯
型音楽プレーヤを外部スピーカユニットに載置（ドッキング）した場合、携帯型音楽プレ
ーヤの操作性が低下する。例えば、ユーザが各種操作（例えば、音量の調整、楽曲の選択
、再生開始／停止の操作）を行う場合、ユーザは音響を聴いている位置から外部スピーカ
ユニットの近くまで移動し、携帯型音楽プレーヤを操作する必要がある。
【００１９】
　外部スピーカユニットとして、特許文献２，３に示したような電話装置を用いることが
できれば好ましい。しかし、仮に電話装置を携帯型音楽プレーヤの外部スピーカユニット
として単純に適用しても、外部スピーカユニットを用いる場合の携帯型音楽プレーヤの操
作性は変化しない。
【００２０】
　また、仮に、携帯型音楽プレーヤにより再生された音楽を電話装置のスピーカから出力
中に、電話装置において電話の発着信が発生することが考えられる。この場合、電話装置
における音楽の再生音が、通話を妨げる可能性がある。
【００２１】
　以下、音楽再生装置により音声データを再生する場合の音楽再生装置と電話装置との連
携を向上できる電話装置、電話システム、及び制御方法について説明する。
【００２２】
（実施形態）
　図１は、実施形態におけるコードレス電話装置を含むコードレス電話システム１の構成
例を示す模式図である。以下では、「コードレス電話」を「ＣＤＬ」と略記することもあ
る。
【００２３】
　ＣＤＬシステム１は、ＣＤＬ装置１０及び携帯型音楽プレーヤ３０を含む。ＣＤＬ装置
１０は、ＣＤＬ親機１００とＣＤＬ子機２００（２００Ａ，２００Ｂ）とを含む。図１で
は、ＣＤＬ装置１０に２台のＣＤＬ子機２００Ａ、２００Ｂが含まれるが、ＣＤＬ子機の
数は１台または３台以上でも良い。
【００２４】
　ＣＤＬ親機１００は、固定電話網４０の電話回線に接続される。ＣＤＬ親機１００とＣ
ＤＬ子機２００との間は無線接続されるので、ＣＤＬ子機２００の位置は例えば宅内にお
いて自由に移動できる。
【００２５】
　ＣＤＬ親機１００は、固定電話網４０を経由して他の電話装置７０と接続され、各種通
信（例えば通話）を実施する。ＣＤＬ子機２００は、ＣＤＬ親機１００及び固定電話網４
０を経由して他の電話装置と接続され、各種通信（例えば通話）を実施する。
【００２６】
　ＣＤＬ装置１０は、ＣＤＬ親機１００とＣＤＬ子機２００との間の無線通信の方式は、
公知のコードレス電話装置で使用されている方式を採用すれば良く、例えば、１．９ＧＨ
ｚ帯を使用するＰＨＳ方式、ＤＥＣＴ（Digital Enhanced Cordless Telecommunications
）方式や、２．４ＧＨｚ帯を使用するＷＤＣＴ（Worldwide Digital Cordless Telephone
）方式等がある。
【００２７】
　ＣＤＬ親機１００は、携帯型音楽プレーヤ３０と連携する機能を有する。携帯型音楽プ
レーヤ３０は、例えば、音楽再生専用の携帯端末、又は音楽再生用のアプリケーションが
組み込まれた携帯端末を含む。この携帯端末は、例えば、携帯電話端末又はスマートホン
を含む。携帯型音楽プレーヤ３０の代わりに、据え置き型の音楽プレーヤを用いてもよい
。
【００２８】
　ＣＤＬ親機１００と携帯型音楽プレーヤ３０との間の無線通信の方式は、宅内での近距
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離無線通信技術として利用されている通信方式であれば良く、例えば、ＩＥＥＥ８０２．
１５．１の方式（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１１の方式（無
線ＬＡＮ）、又はＩＥＥＥ８０２．１５．４の方式（Ｚｉｇｂｅｅ（登録商標））を含む
が、以降のＣＤＬ親機１００と携帯型音楽プレーヤ３０との間の無線通信方式は、Ｂｌｕ
ｅｔｏｏｔｈによって無線接続して連携動作する例について説明する。
【００２９】
　携帯型音楽プレーヤ３０が音声データ（オーディオデータ）を再生する場合、音声デー
タをＣＤＬ親機１００が備えるスピーカ１２９，１３０から音声出力（音響として出力）
してもよい。つまり、ＣＤＬ親機１００のスピーカ１２９，１３０を、携帯型音楽プレー
ヤ３０の外部スピーカとして使用できる。
【００３０】
　携帯型音楽プレーヤ３０により再生される音声データは、例えば、音楽（楽曲）のデー
タ、会話が録音された音声のデータ、周囲音のデータ、その他の一般的な音楽プレーヤに
より再生可能な音に関するデータを広く含む。
【００３１】
　携帯型音楽プレーヤ３０が音声データを再生する場合、ＣＤＬ子機２００がＣＤＬ親機
１００を経由して携帯型音楽プレーヤ３０を遠隔操作してもよい。つまり、ＣＤＬ子機２
００を携帯型音楽プレーヤ３０のリモコンとして使用できる。
【００３２】
　次に、ＣＤＬ親機１００の構成例について説明する。
　図２はＣＤＬ親機１００の構成例に示すブロック図である。
【００３３】
　ＣＤＬ親機１００は、固定電話回線Ｉ／Ｆ（インタフェース）部１０１、記憶部１０３
、音声入出力制御部１０４、操作部１０５、表示部１０６、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１０７、
及びＣＤＬプロトコル制御部１０８を備える。ＣＤＬ親機１００は、親機制御部１０９、
無線ＬＡＮ制御部１２１、無線ＬＡＮ通信Ｉ／Ｆ部１２２、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ制御部１
２３、及びＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信Ｉ／Ｆ部１２４を備える。ＣＤＬ親機１００は、留守
番電話制御部１２５、子機／携帯端末充電部１２６、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）通
信Ｉ／Ｆ部１２７、マイクロホン（ＭＩＣ）１２８、及びスピーカ（ＳＰＫ－Ｌ，ＳＰＫ
－Ｒ）１２９，１３０を備える。
【００３４】
　親機制御部１０９は、呼制御部１１０、子機リモコン制御部１１１、音声ストリーム処
理部１１２、及び音楽プレーヤ制御部１１３を含む。
【００３５】
　固定電話回線Ｉ／Ｆ部１０１は、回線制御回路（ＮＣＵ：Network Control Unit）及び
モデムを含む。ＮＣＵは、電話回線の制御を行い、例えば、固定電話網４０からの着呼を
検出し、発呼時に固定電話網４０を捕捉接続する。モデムは、例えば、着呼時に固定電話
網４０からの発信者番号情報等を受信する。なお、固定電話回線Ｉ／Ｆ部１０１は、回線
制御回路の構成によって、アナログ電話回線との接続に限定するものでなく、ＩＳＤＮ回
線、およびＩＰ電話回線等のデジタル電話回線に接続できる。
【００３６】
　記憶部１０３は、揮発性メモリ（ＲＡＭ）と不揮発性メモリ（ＲＯＭ／ＥＰＲＯＭ等）
を含んで構成される。記憶部１０３は、各種プログラム、及び、各種情報（例えば、ＣＤ
Ｌ装置１０の動作条件を定める各種パラメータ、電話帳情報、発着信履歴情報）を記憶す
る。
【００３７】
　音声入出力制御部１０４は、音声バスからのデジタル信号化された音声データをアナロ
グ変換してスピーカ１２９，１３０への出力制御、および、親機制御部１０９からの指示
による音量出力制御、音質制御を行う。また、マイクロホン１２８から受信したアナログ
音声をデジタル音声化して音声バスへの送信制御を行う。マイクロホン１２８及びスピー



(6) JP 5914945 B2 2016.5.11

10

20

30

40

50

カ１２９，１３０を用いて、ハンズフリー通話を行う場合に使用される。また、スピーカ
１２９，１３０に出力される音声信号には、通話音声以外に、例えば、着信音、携帯型音
楽プレーヤ３０から取得された音声データが含まれ、着信音の出力や、携帯型音楽プレー
ヤの外部スピーカとして使用される。なお、スピーカ１２９，１３０からは、音声入出力
制御部１０４が受信した音声データによって、ステレオ音またはモノラル音が出力される
。
【００３８】
　操作部１０５は、例えば、ユーザが操作可能な複数のボタンを含み、操作入力を受け付
ける。ボタンには、例えば、発信時のダイヤル入力に必要なダイヤルキー、音楽プレーヤ
連携制御のための再生キー／停止キー／一時停止キー等の各種機能が割り当てられたファ
ンクションキー、スピーカからの音量を調整する音量調整キー、表示部１０６の表示位置
に対応付けられ表示されている機能を起動するためのソフトキー、が含まれる。
【００３９】
　表示部１０６は、液晶ディスプレイとそのドライバを含んで構成され、各種情報（例え
ば、電話番号、通信先又は通信元の情報、操作案内情報）を表示する。
【００４０】
　ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１０７は、ＣＤＬ子機２００との間において無線通信するための送
受信回路を含む。図示しないが、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１０７は、ＲＦ（Radio Frequency
）部で、アンテナを介して無線信号の送受信を行う。
【００４１】
　ＣＤＬプロトコル制御部１０８は、ＣＤＬ子機２００との間でデータを送受信するプロ
トコルスタック部で、ＣＤＬ子機２００との間の制御プロトコル（例えば、ＤＥＣＴプロ
トコル方式、ＰＨＳプロトコル方式）に従ったプロトコル制御を行う。
【００４２】
　親機制御部１０９は、例えば、マイクロコンピュータを主体とするハードウェアを含ん
で構成され、予め組み込まれたプログラムを実行することにより、親機制御部１０９が有
する各種機能を実現する。親機制御部１０９は、ＣＤＬ親機１００全体を制御する。
【００４３】
　呼制御部１１０は、操作部１０５、固定電話回線Ｉ／Ｆ部１０１又はＣＤＬプロトコル
制御部１０８（ＣＤＬ子機２００）から通知されたイベント又は各種メッセージを処理し
、ＣＤＬ親機１００に発生した呼の状態管理、及び呼接続を行う。呼の状態管理は、例え
ば、発呼又は着呼の検知を含む。また、呼制御部１１０では、着信音の出力／停止の制御
や、後述する子機リモコン制御部１１１または音楽プレーヤ制御部１１３に、各種内部イ
ベント（子機からのキー入力、携帯型音楽プレーヤ３０への遠隔制御指示等）を通知する
ことによって、例えば、固定電話網４０からの着呼を検知すると携帯型音楽プレーヤ３０
から受信した音声データのスピーカ１２９への出力を停止させ、着信音を出力する制御を
行う。
【００４４】
　子機リモコン制御部１１１は、ＣＤＬ子機２００が携帯型音楽プレーヤ３０を遠隔操作
するための操作部として動作するよう制御する。例えば、子機リモコン制御部１１１は、
ＣＤＬ子機２００が携帯型音楽プレーヤ３０のリモコンとして動作する場合、リモコン操
作を補助するリモコン画面の情報を編集し、ＣＤＬ子機２００へ送信する。リモコン画面
情報は、例えば、遠隔操作により携帯型音楽プレーヤ３０に指示する処理と、当該処理を
実行させるためのＣＤＬ子機２００の操作部１４４におけるキーとの対応関係に基づいて
、生成される。
【００４５】
　子機リモコン制御部１１１は、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１０７を介して受信されたＣＤＬ子
機２００からのキーの情報を呼制御部１１０経由で取得し、表示中のリモコン画面情報に
おいてキーと対応づけられた携帯型音楽プレーヤ３０のリモコン操作（例えば、再生、停
止、一時停止）の情報を取得し、音楽プレーヤ制御部１１３へ該当のリモコン操作に対応



(7) JP 5914945 B2 2016.5.11

10

20

30

40

50

する遠隔制御情報を通知する。また、子機リモコン制御部１１１は、ＣＤＬ子機２００の
キー操作が、音量アップ／ダウンのキー操作であれば、音量アップ又は音量ダウンの指示
を音声入出力制御部１０４へ指示する。
【００４６】
　音声ストリーム処理部１１２は、携帯型音楽プレーヤ３０から音声ストリーム通信のた
めの接続手順制御を行い、携帯型音楽プレーヤ３０から送出された音声ストリームデータ
をスピーカ１２９，１３０に出力するために、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ制御部１２３から音声
入出力制御部１０４への音声パスを形成させる。なお、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ制御部１２３
から音声入出力制御部１０４への音声パスは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ制御部１２３と音声入
出力制御部１０４との間に音声ストリーム処理部１１２でバッファリングして形成しても
良いし、音声ストリーム処理部１１２を経由せずに、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ制御部１２３か
ら音声入出力制御部１０４への音声バスを経由する音声パスを形成しても良い。
【００４７】
　また、音声ストリームデータを無線ＬＡＮ通信Ｉ／Ｆ部１２２経由で受信する場合は、
一旦、音声ストリーム処理部１１２で音声ストリームデータをバッファリングし、音声バ
スを経由して音声入出力制御部１０４への音声パスを形成する。
【００４８】
　音声ストリーム通信のための接続手順には、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈであれば、Ａ２ＤＰ（
Advanced Audio Distribution Profile）が、一般的であるが、ＲＴＳＰ（Real Time Str
eaming Protocol）等の他の音声ストリーミング用プロトコルを採用してもよい。
【００４９】
　音楽プレーヤ制御部１１３は、携帯型音楽プレーヤ３０の状態を管理し、携帯型音楽プ
レーヤ３０を遠隔制御する。音楽プレーヤ制御部１１３は、例えば、携帯型音楽プレーヤ
３０を遠隔操作するための遠隔制御情報（例えば、再生、停止、一時停止）を、無線回線
を介して、携帯型音楽プレーヤ３０に送信する。
【００５０】
　遠隔制御情報は、例えば、ＣＤＬ親機１００の操作部１０５を介して操作入力された情
報に応じて生成されてもよいし、ＣＤＬ子機２００の操作部１４４を介して操作入力され
た情報に応じて生成されてもよい。
【００５１】
　なお、携帯型音楽プレーヤ３０をＣＤＬ親機１００から遠隔制御するための通信手順に
は、相互の装置間で独自に制御メッセージを取り決めて行ってもよいが、Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ機器間であれば、ＡＶＲＣＰ（Audio/Video Remote Control Profile）を用いて行う
ことが可能である。
【００５２】
　無線ＬＡＮ制御部１２１、無線ＬＡＮ通信Ｉ／Ｆ部１２２は、ＩＥＥＥ８０２．１１、
即ち無線ＬＡＮの規格に従って、外部の無線ＬＡＮ機器と接続して、データ通信する。
【００５３】
　ＢｌｕｅｔｏｏｔｈＩ／Ｆ部１２４は、アンテナを介してＢｌｕｅｔｏｏｔｈ規格の無
線信号を送受信するＲＦ部で、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ制御部１２３は、ＲＦ部への制御指示
、通信リンク制御、パケット制御等のベースバンド制御と、携帯型音楽プレーヤ３０から
受信した音声ストリームデータをＣＤＬ親機１００内部の音声バス形式（例えば、ＰＣＭ
形式）への変換を行う。
【００５４】
　ＢｌｕｅｔｏｏｔｈＩ／Ｆ部１２４は、ＣＤＬ親機１００と携帯型音楽プレーヤ３０と
の間の無線通信のために、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈによって無線接続している。
【００５５】
　留守番電話制御部１２５は、例えば、留守番電話メッセージを記憶し、メッセージの録
音及び再生を制御する。
【００５６】
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　子機／携帯端末充電部１２６は、例えば、ＣＤＬ子機２００、携帯型音楽プレーヤ３０
、又はその他の携帯端末に搭載された充電池を充電する。子機／携帯端末充電部１２６は
、充電対象の端末を載置するドッキング部と充電端子を設けて、充電しても良いし、ワイ
ヤレス給電の標準規格であるＱｉ（チー）規格等に対応した充電部として、ワイヤレス給
電しても良い。
【００５７】
　ＵＳＢ通信Ｉ／Ｆ部１２７は、ＵＳＢ規格に対応した各種機器（例えば携帯型音楽プレ
ーヤ３０）をＣＤＬ親機１００に接続する通信インタフェースである。ＵＳＢ通信Ｉ／Ｆ
部１２７は、例えば、ＣＤＬ子機２００又は携帯型音楽プレーヤ３０へ給電する給電部と
して動作してもよい。
【００５８】
　図２では、ステレオ型スピーカとして２つのスピーカ１２９，１３０が示されているが
、１つのスピーカとしたモノラル型でもよい。
【００５９】
　次に、ＣＤＬ子機２００の構成例について説明する。
　図３はＣＤＬ子機２００の構成例を示すブロック図である。
【００６０】
　ＣＤＬ子機２００は、記憶部１４２、音声入出力制御部１４３、操作部１４４、表示部
１４５、子機制御部１４７、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１４８、ＣＤＬプロトコル制御部１４９
、充電池１５０、マイクロホン（ＭＩＣ）１５１、及びスピーカ（ＳＰＫ）１５２を備え
る。
【００６１】
　記憶部１４２は、揮発性メモリ（ＲＡＭ）と不揮発性メモリ（ＲＯＭ／ＥＰＲＯＭ等）
を含んで構成される。記憶部１４２は、各種プログラム、各種情報（例えば、電話帳情報
、発着信履歴情報）を記憶する。
【００６２】
　音声入出力制御部１４３は、マイクロホン１５１及びスピーカ１５２が音声信号の入力
又は出力するための制御を行う。スピーカ１５２に出力される音声信号には、例えば、着
信音、通話音声、留守番電話メッセージ等が含まれる。
【００６３】
　操作部１４４は、例えば、ユーザが操作可能な複数のボタンを含み、操作入力を受け付
ける。ボタンには、例えば、発信時のダイヤル入力に必要なダイヤルキー、各種機能が割
り当てられたファンクションキー、表示部１４５の表示位置に対応付けられ表示されてい
る機能を起動するためのソフトキー、上下左右の各方向を選択する矢印キー、が含まれる
。操作部１４４は、例えば、表示部１４５に重ねられたタッチパネルでもよい。
【００６４】
　表示部１４５は、液晶ディスプレイとそのドライバを含んで構成され、各種情報（例え
ば、電話番号、通信先又は通信元の情報、操作案内情報）を表示する。また、表示部１４
５は、携帯型音楽プレーヤ３０のリモコンとして動作する場合、リモコン画面を表示する
。
【００６５】
　子機制御部１４７は、例えば、マイクロコンピュータを主体とするハードウェアを含ん
で構成され、予め組み込まれているプログラムを実行することにより、子機制御部１４７
が有する各種機能を実現する。子機制御部１４７は、ＣＤＬ子機２００全体を制御する。
【００６６】
　ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１４８は、ＣＤＬ親機１００との間において無線通信するための送
受信回路を含む。図示しないが、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１４８は、ＲＦ部で、アンテナを介
して無線信号の送受信を行う。
【００６７】
　ＣＤＬプロトコル制御部１４９は、ＣＤＬ親機１００との間でデータを送受信するプロ
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トコルスタック部で、ＣＤＬ親機１００との間の制御プロトコル（例えば、ＤＥＣＴプロ
トコル方式、ＰＨＳプロトコル方式、ＷＤＣＴ方式等）に従ったプロトコル制御を行う。
【００６８】
　充電池１５０は、ＣＤＬ子機２００の各部に電源電力を供給する。例えば、ＣＤＬ子機
２００がＣＤＬ親機１００の子機／携帯端末充電部１２６に載置されることにより、充電
池１５０が充電される。
【００６９】
　次に、携帯型音楽プレーヤ３０の構成例について説明する。
　携帯型音楽プレーヤ３０の構成については、特に図示はしないが、一般的な音楽プレー
ヤの構成を有する。携帯型音楽プレーヤ３０は、例えば、無線通信部、制御部、記憶部、
音楽再生アプリケーション部、操作部、表示部、及び音声出力部を備える。無線通信部は
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ等の近距離無線通信でコードレス電話親機との間を無線接続する。
制御部は、携帯型音楽プレーヤ３０の全体を制御する。記憶部は、音楽データを含む各種
データを記憶する。音楽再生アプリケーション部は、音声データ再生部、音声データ送信
部の一例であり、制御部において動作するソフトウェアにより音楽データを再生し、スト
リーム送信機能とリモコン制御機能を備える。音声出力部は、スピーカ、イヤホンジャッ
クを含む。また、上記の構成部を含む携帯電話機や、スマートホンが、携帯型音楽プレー
ヤの一形態であることは、言うまでもないことである。
【００７０】
　携帯型音楽プレーヤ３０により再生される音声データは、携帯型音楽プレーヤ３０の記
憶部に記憶されてもよいし、無線通信機能を用いて、例えば外部サーバから取得してもよ
い、外部の記憶装置（例えば、メモリカード、ＵＳＢメモリ等）から取得してもよい。
【００７１】
　次に、ＣＤＬシステム１のリモコン操作時の動作例について説明する。リモコン操作時
とは、ＣＤＬ子機２００を携帯型音楽プレーヤ３０の遠隔制御用のリモコンとして動作さ
せる場合を含む。
【００７２】
　ＣＤＬシステム１では、ＣＤＬ装置１０と携帯型音楽プレーヤ３０とが動作連携する。
図４，図５は、ＣＤＬ親機１００、ＣＤＬ子機２００、及び携帯型音楽プレーヤ３０が連
携する場合のリモコン操作時の第１動作例を示すシーケンス図である。図４，図５では、
ＣＤＬ子機２００Ａを主にリモコンとして操作することを想定する。
【００７３】
　まず、ＣＤＬ親機１００とＣＤＬ子機２００Ａ，２００Ｂとの間において、ＣＤＬ親機
１００のＣＤＬプロトコル制御部１０８及びＣＤＬ子機２００のＣＤＬプロトコル制御部
１４９は、無線通信（例えばＤＥＣＴ）のリンクを形成し、コードレス電話親機と子機間
の通信リンクを確立しスタンバイ状態である（Ｓ１０１）。
【００７４】
　ＣＤＬ親機１００と携帯型音楽プレーヤ３０との間において、ＣＤＬ親機１００のＢｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ制御部１２３と携帯型音楽プレーヤ３０は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商
標）のリンクを形成し、両者をペアリングする（Ｓ１０２）。以降、携帯型音楽プレーヤ
３０とＣＤＬ親機１００との間で、ＢｌｕｅｔｏｏｔｈプロフアイルであるＡ２ＤＰとＡ
ＶＲＣＰを用いた連携動作について説明する。
【００７５】
　Ａ２ＤＰは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ機器の種類ごとに定義された通信規約であるＢｌｕｅ
ｔｏｏｔｈプロファイルの１つであり、音声データをストリーミング配信(受信しながら
再生)するための手順を定義する。本実施形態では、携帯型音楽プレーヤ３０がストリー
ミング配信側（ＳＲＣ）、ＣＤＬ親機１００がストリーミング受信側（ＳＮＫ）となる。
【００７６】
　また、ＡＶＲＣＰは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ対応のワイヤレスイヤホンなどのリモコン制
御に採用され、リモコンから本体（音楽プレーヤ等）を遠隔制御するときに使用するＢｌ
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ｕｅｔｏｏｔｈのプロファイルである。
【００７７】
　Ａ２ＤＰの手順に従って携帯型音楽プレーヤ３０及びＣＤＬ親機１００が動作すること
により、携帯型音楽プレーヤ３０からＣＤＬ親機１００へ音声データを伝送できる。ＣＤ
Ｌ親機１００では、音声データを受信しながら再生できる。
【００７８】
　ストリーミング配信される音声データの形式は、例えば、ＳＢＣ（SubBand Codec）、
ＭＰ３（ＭＰＥＧ（Moving Picture Experts Group）Audio Layer-3）、ＡＡＣ（Advance
d Audio Coding）、ＡＴＲＡＣ（Adaptive Transform Acoustic Coding）、の形式を含む
。
【００７９】
　続いて、例えばユーザが携帯型音楽プレーヤ３０を操作し、携帯型音楽プレーヤ３０が
音楽再生用のアプリケーションを起動する（Ｓ１０３）。携帯型音楽プレーヤ３０が音楽
アプリを起動すると、携帯型音楽プレーヤ３０は、ＣＤＬ親機１００に対して、音声スト
リーム配信接続と遠隔制御接続を要求するプレーヤ接続を要求する（Ｓ１０４）。プレー
ヤ接続は、例えば、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰを用いた音声ストリーム配信と遠隔制御のた
めの接続要求手順が行われる。
【００８０】
　ＣＤＬ親機１００では、音楽プレーヤ制御部１１３が、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信Ｉ／Ｆ
部１２４を介して、携帯型音楽プレーヤ３０からのプレーヤ接続の要求を受信する。音楽
プレーヤ制御部１１３は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信Ｉ／Ｆ部１２４を介して、プレーヤ接
続の要求に対するプレーヤ接続応答（例えばＡＣＫ信号）を、携帯型音楽プレーヤ３０に
送信する（Ｓ１０５）。これにより、Ａ２ＤＰ接続及びＡＶＲＣＰ接続を確立できる。
【００８１】
　続いて、音楽プレーヤ制御部１１３は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信Ｉ／Ｆ部１２４を介し
て、携帯型音楽プレーヤ３０に対して、ＡＶＲＣＰの状態情報取得要求を送信する（Ｓ１
０６）。状態情報は、携帯型音楽プレーヤ３０の状態（例えば、再生、停止、一時停止）
の情報を含む。
【００８２】
　携帯型音楽プレーヤ３０は、ＣＤＬ親機１００からの状態情報取得要求を受信する。携
帯型音楽プレーヤ３０は、状態情報の取得要求に応じて、ＣＤＬ親機１００に状態情報（
例えば「停止」）を送信する（Ｓ１０７）。ＣＤＬ親機１００では、音楽プレーヤ制御部
１１３は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信Ｉ／Ｆ部１２４を介して、携帯型音楽プレーヤ３０か
ら状態情報を受信すると、この情報を記憶部１０３に保持する。
【００８３】
　続いて、ＣＤＬ親機１００では、音楽プレーヤ制御部１１３は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通
信Ｉ／Ｆ部１２４を介して、携帯型音楽プレーヤ３０に対して、ＡＶＲＣＰの楽曲情報取
得要求を送信する（Ｓ１０８）。楽曲情報は、音声データに関する情報であり、例えば、
アルバム名、アーティスト名、タイトル名、トラック番号を含む。ここでの楽曲情報は、
例えば、携帯型音楽プレーヤ３０が有する又は参照可能な音声データの楽曲情報を含む。
【００８４】
　携帯型音楽プレーヤ３０は、ＣＤＬ親機１００からの楽曲情報取得要求を受信する。携
帯型音楽プレーヤ３０は、楽曲情報の取得要求に応じて、携帯型音楽プレーヤ３０が有す
る又は参照可能な音声データの楽曲情報を、ＣＤＬ親機１００に送信する（Ｓ１０９）。
ＣＤＬ親機１００では、音楽プレーヤ制御部１１３は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信Ｉ／Ｆ部
１２４を介して、携帯型音楽プレーヤ３０から楽曲情報を受信すると、この情報を保持す
る。楽曲情報は、携帯型音楽プレーヤ３０からＣＤＬ親機１００へ適時送信されてもよい
。
【００８５】
　なお、携帯型音楽プレーヤ３０は、携帯型音楽プレーヤ３０のユーザ操作又はＣＤＬ親
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機１００からの遠隔操作により、携帯型音楽プレーヤ３０の状態（例えば、再生中、停止
中、一時停止中）が変化すると、状態変化を示す状態情報をＣＤＬ親機１００に送信する
。また、楽曲情報及び状態情報は、必要に応じて使用され、例えば所定のタイミングにお
いて表示部１０６又はＣＤＬ子機２００の表示部１４５に表示される。
【００８６】
　携帯型音楽プレーヤ３０における音声データの再生開始は、例えば、ユーザが携帯型音
楽プレーヤ３０を直接操作することで指示されてもよいし、携帯型音楽プレーヤ３０のリ
モコンとして機能するＣＤＬ子機２００を操作することで指示されてもよい。図４では、
音楽アプリの起動後に、ユーザは、携帯型音楽プレーヤ３０の操作部を操作して、選択中
の楽曲の再生操作を行う（Ｓ１１０）。
【００８７】
　これによって、携帯型音楽プレーヤ３０の状態が、停止状態から再生中状態に変化した
ため、携帯型音楽プレーヤ３０からＣＤＬ親機１００の音楽プレーヤ制御部１１３に再生
中を示すＡＶＲＣＰの状態情報（再生）が送信され、音楽プレーヤ制御部１１３は、携帯
型音楽プレーヤ３０の状態を再生中状態に更新する（Ｓ１１１）。
【００８８】
　続いて、携帯型音楽プレーヤ３０は、携帯型音楽プレーヤ３０が有する又は参照可能な
音声データを、例えば音声ストリームデータとして、順次、ＣＤＬ親機１００へＡ２ＤＰ
による音声ストリーム送信を開始する（Ｓ１１２）。
【００８９】
　ＣＤＬ親機１００では、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信Ｉ／Ｆ部１２４を経由してＢｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ制御部１２３が、携帯型音楽プレーヤ３０からの音声ストリーム送信が開始され
ると、音声ストリーム送信が開始されたことを音声ストリーム処理部１１２に通知する。
【００９０】
　音声ストリーム送信の開始を通知された音声ストリーム処理部は、携帯型音楽プレーヤ
３０から受信した音声ストリームデータをスピーカ１２９，１３０に出力するために、Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ制御部１２３から音声入出力制御部１０４への音声パスを形成する。
【００９１】
　これによって、携帯型音楽プレーヤ３０から送信された音声ストリームデータは、Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ制御部１２３で親機内部の音声バス形式（ＰＣＭデータ）に変換された後
、音声バスを経由して音声入出力制御部１０４に入力される。
【００９２】
　音声入力制御部は、音声バス経由で入力された音声データ（ＰＣＭデータ）をアナログ
信号に変換し、スピーカ１２９，１３０から音声出力する（Ｓ１１３）。
【００９３】
　従って、携帯型音楽プレーヤ３０が音声データを再生する場合に、ＣＤＬ親機１００の
スピーカ１２９及び１３０を、携帯型音楽プレーヤ３０の外部スピーカとして利用できる
。
【００９４】
　ＣＤＬ子機２００Ａでは、表示部１４５が所定の機能メニュー画面を表示中に、携帯型
音楽プレーヤ３０と連携するためのファンクションキー（例えば連携キー）をユーザが押
下し、操作部１４４が連携キーの押下を検出する（Ｓ１１４）。連携キーが押下されると
、ＣＤＬ子機２００Ａから、携帯型音楽プレーヤ３０との連携開始要求を示すキー情報メ
ッセージ（連携キー）をＣＤＬ親機１００に通知する（Ｓ１１５）。
【００９５】
　なお、上記説明では、携帯型音楽プレーヤ３０と連携するための専用のファンクション
キー押下操作によって、携帯型音楽プレーヤ３０のリモコンとして動作開始させたが、Ｃ
ＤＬ子機２００Ａの機能メニュー画面に表示されている機能から音楽プレーヤ連携機能を
選択し、リモコン動作を起動する一連のキー操作によって、リモコンとして動作開始させ
ても良い。
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【００９６】
　ＣＤＬ親機１００では、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１０７が、キー情報メッセージ（連携キー
）をＣＤＬ子機２００Ａから受信すると、呼制御部１１０にキー情報メッセージ（連携キ
ー）を送信し、呼制御部１１０が、受信したキー情報が連携キーであることを検知する。
【００９７】
　呼制御部１１０は、連携キーを検知したことを音楽プレーヤ制御部１１３に通知する。
音楽プレーヤ制御部１１３は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信Ｉ／Ｆ部１２４を介して、携帯型
音楽プレーヤ３０に対して、ＡＶＲＣＰの状態情報取得要求を送信する（Ｓ１１６）。
【００９８】
　携帯型音楽プレーヤ３０は、ＣＤＬ親機１００から状態情報取得要求を受信すると、Ｃ
ＤＬ親機１００に現在の携帯型音楽プレーヤ３０の状態を示す状態情報（例えば「再生」
）を送信する（Ｓ１１７）。
【００９９】
　続いて、ＣＤＬ親機１００では、音楽プレーヤ制御部１１３は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通
信Ｉ／Ｆ部１２４を介して、携帯型音楽プレーヤ３０に対して、ＡＶＲＣＰの楽曲情報取
得要求を送信する（Ｓ１１８）。
【０１００】
　携帯型音楽プレーヤ３０は、ＣＤＬ親機１００からの楽曲情報取得要求を受信すると、
携帯型音楽プレーヤ３０が有する又は参照可能な音声データの楽曲情報を、ＣＤＬ親機１
００に送信する（Ｓ１１９）。
【０１０１】
　また、呼制御部１１０は、キー情報が連携キーであることを検知すると、ＣＤＬ子機２
００Ａの状態を子機リモコン操作中状態に更新し、子機リモコン制御部１１１に子機リモ
コン起動を通知する。
【０１０２】
　子機リモコン制御部１１１は、子機リモコン起動が通知されると、リモコン画面情報を
生成し、ＣＤＬ子機２００Ａにリモコン画面情報を送信する（Ｓ１２０）。リモコン画面
情報は、例えば、携帯型音楽プレーヤ３０から受信した楽曲情報又は状態情報を含む。リ
モコン画面情報は、例えば、ＣＤＬ子機２００Ａが携帯型音楽プレーヤ３０のリモコンと
して動作する場合に、ＣＤＬ子機２００Ａの各キーに割り当てる機能を表す情報、ＣＤＬ
子機２００Ａがリモコンとして動作するための様々なパラメータ又は制御条件を表す情報
、を含んでもよい。
【０１０３】
　ＣＤＬ子機２００Ａでは、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１４８がＣＤＬ親機１００からの音楽プ
レーヤ再生中状態のリモコン画面情報を受信し、表示部１４５が、リモコン画面（例えば
後述する図７（Ａ）参照）を表示する（Ｓ１２１）。リモコン画面の表示により、ＣＤＬ
子機２００Ａのユーザは、ＣＤＬ子機２００Ａのリモコン画面に表示される内容を確認し
て、携帯型音楽プレーヤ３０を遠隔操作するための操作入力を行うことができる。従って
、携帯型音楽プレーヤ３０とＣＤＬ親機１００との連携時には、ＣＤＬ子機２００Ａの操
作により、携帯型音楽プレーヤ３０を遠隔操作できる。
【０１０４】
　遠隔操作の対象となる処理は、例えば、再生（ＰＬＡＹ）、再生一時停止（ＰＡＵＳＥ
）、再生停止（ＳＴＯＰ）、早送り／次曲再生、巻き戻し／前曲再生、音量アップ、音量
ダウンの処理を含む。
【０１０５】
　図４のＳ１２１の後、図５のＳ１２２に進む。
【０１０６】
　ＣＤＬ子機２００Ａでは、操作部１４４が音量アップのキー入力操作を検出した場合（
Ｓ１２２）、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１４８が、キー情報（音量アップ）メッセージをＣＤＬ
親機１００に送信する（Ｓ１２３）。
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【０１０７】
　この場合、ＣＤＬ親機１００では、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１０７が、キー情報（音量アッ
プ）メッセージを受信し、呼制御部１１０に送信する。
【０１０８】
　呼制御部１１０は、ＣＤＬ子機２００Ａの状態が子機リモコン操作中状態であることを
確認すると、キー情報（音量アップ）を子機リモコン制御部１１１に通知する。
【０１０９】
　子機リモコン制御部１１１は、音声入出力制御部１０４に、スピーカ１２９，１３０に
よる出力音量を増加させる指示を行う（Ｓ１２４）。
【０１１０】
　また、このとき、子機リモコン制御部１１１は、音量調整用のリモコン画面情報を生成
し、ＣＤＬ子機２００Ａに送信しても良い（Ｓ１２５）。
【０１１１】
　ＣＤＬ子機２００Ａでは、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１４８が、ＣＤＬ親機１００からの音量
調整用のリモコン画面情報を受信し、表示部１４５が、リモコン画面（例えば後述する図
７（Ｃ）参照）を表示する（Ｓ１２６）。
【０１１２】
　ＣＤＬ子機２００Ａでは、操作部１４４が再生一時停止の操作入力を検出した場合（Ｓ
１２７）、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１４８が、キー情報（再生一時停止）メッセージをＣＤＬ
親機１００に送信する（Ｓ１２８）。
【０１１３】
　この場合、ＣＤＬ親機１００では、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１０７が、キー情報（再生一時
停止）メッセージを受信し、呼制御部１１０に送信する。
【０１１４】
　呼制御部１１０は、ＣＤＬ子機２００Ａの状態が子機リモコン操作中状態であることを
確認すると、キー情報（再生一時停止）を子機リモコン制御部１１１に通知する。
【０１１５】
　子機リモコン制御部１１１は、キー情報（再生一時停止）メッセージを受信すると、音
楽プレーヤ制御部１１３に再生一時停止のリモコン動作を指示するために、音楽プレーヤ
制御部１１３に再生一時停止を指示する。
【０１１６】
　音楽プレーヤ制御部１１３は、子機リモコン制御部１１１からの再生一時停止の指示を
受信すると、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ制御部１２３を介して、ＡＶＲＣＰの遠隔制御情報（再
生一時停止）を携帯型音楽プレーヤ３０へ無線送信する（Ｓ１２９）。この遠隔制御情報
は、携帯型音楽プレーヤ３０による再生の一時停止を指示する情報を含む。
【０１１７】
　携帯型音楽プレーヤ３０は、ＣＤＬ親機１００から再生一時停止を指示する遠隔制御情
報（再生一時停止）を受信すると、再生対象の音声データの再生を一時停止し、ＣＤＬ親
機１００への音声ストリームデータの送信を停止し（Ｓ１３０）、再生一時停止状態を示
す状態情報（再生一時停止）を、ＣＤＬ親機１００に通知する（Ｓ１３１）。
【０１１８】
　ＣＤＬ親機１００では、音楽プレーヤ制御部１１３が再生一時停止を示す状態情報を受
信すると、携帯型音楽プレーヤ３０の状態を再生一時停止中状態に更新し、子機リモコン
制御部１１１に状態変化を通知する。子機リモコン制御部１１１は、再生一時停止用のリ
モコン画面を生成し、リモコン操作中のＣＤＬ子機２００Ａに、再生一時停止用のリモコ
ン画面を送信する（Ｓ１３２）。
【０１１９】
　ＣＤＬ子機２００Ａでは、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１４８がＣＤＬ親機１００からの再生一
時停止用のリモコン画面情報を受信し、表示部１４５が、リモコン画面（例えば後述する
図７（Ｂ）参照）を表示する（Ｓ１３３）。
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【０１２０】
　以上、リモコン操作時の第１動作例によれば、携帯型音楽プレーヤ３０が音声データを
再生する場合、ＣＤＬ親機１００のスピーカ１２９，１３０を外部スピーカとして使用で
きる。また、携帯型音楽プレーヤ３０を遠隔操作するリモコンとして、ＣＤＬ子機２００
を使用できる。
【０１２１】
　また、ＣＤＬ子機２００をリモコンとして動作させることで、ユーザが携帯型音楽プレ
ーヤ３０に対して各種操作を行う場合、ユーザは移動する必要がないため、ユーザの視聴
環境の自由度を増大できる。ここでの視聴は、画像データを伴わず、音声データのみを聴
くことも含む。
【０１２２】
　さらに、上記の説明では、ＣＤＬ子機２００Ａからの子機操作による携帯型音楽プレー
ヤ３０を遠隔操作する例を説明した。ＣＤＬ子機２００Ａがリモコン操作を起動している
状態で、他のＣＤＬ子機２００Ｂにおいて携帯型音楽プレーヤ３０と連携するためのキー
（連携キー）を押下すると、ＣＤＬ子機２００Ｂからの操作によっても、ＣＤＬ子機２０
０Ａと共用して、携帯型音楽プレーヤ３０を遠隔操作することができる。
【０１２３】
　図６は、ＣＤＬ親機１００、ＣＤＬ子機２００、及び携帯型音楽プレーヤ３０が連携す
る場合のリモコン操作時の第２動作例を示すシーケンス図である。図６では、ＣＤＬ子機
２００Ａを主にリモコンとして操作することを想定する。図６では、図４，図５のステッ
プと異なるステップを説明し、図４，図５のステップと同様のステップについては、同一
の符号を付し、説明を省略又は簡略化する。
【０１２４】
　まず、Ｓ１０１，Ｓ１０２の処理が実行される。続いて、Ｓ１１４，Ｓ１１５の処理が
実行される。
【０１２５】
　ＣＤＬ親機１００では、呼制御部１１０は、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１０７を介して、連携
開始要求をＣＤＬ子機２００Ａから受信すると、連携開始要求を受信した旨を音楽プレー
ヤ制御部１１３へ通知する。音楽プレーヤ制御部１１３は、携帯型音楽プレーヤ３０とプ
レーヤ接続状態（Ａ２ＤＰ接続状態とＡＶＲＣＰ接続状態）を確認し、切断状態の場合に
は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信Ｉ／Ｆ部１２４を介して、携帯型音楽プレーヤ３０に対して
、Ａ２ＤＰ接続とＡＶＲＣＰ接続を開始するプレーヤ接続を要求する（Ｓ１５１）。
【０１２６】
　Ｓ１０２におけるＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信のリンク形成は、音楽プレーヤ制御部１１３
により、連携開始要求をＣＤＬ子機２００Ａから受信したタイミングにおいて実行されて
もよい。即ち、Ｓ１１５とＳ１５１との間のタイミングにおいて、Ｓ１０２の処理が実行
されてもよい。
【０１２７】
　携帯型音楽プレーヤ３０は、ＣＤＬ親機１００からのプレーヤ接続の要求を受信すると
、音楽アプリを起動する（Ｓ１５２）。携帯型音楽プレーヤ３０は、プレーヤ接続の要求
に対するプレーヤ接続応答（例えばＡＣＫ信号）を、ＣＤＬ親機１００に送信する（Ｓ１
５３）。
【０１２８】
　このように、ＣＤＬ子機２００からの操作により、ＣＤＬ親機１００側から、携帯型音
楽プレーヤ３０に対して、音楽アプリを起動させ、Ａ２ＤＰ接続及びＡＶＲＣＰ接続を確
立することができる。なお、音楽アプリの起動は、例えば、プレーヤ接続の要求の受信後
、携帯型音楽プレーヤ３０の操作部を介してユーザにより指示されてもよい。
【０１２９】
　続いて、Ｓ１０６～Ｓ１０９の処理が実行される。続いて、Ｓ１２０，Ｓ１２１の処理
が実行される。
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【０１３０】
　ＣＤＬ子機２００Ａでは、例えばリモコン画面を用いてユーザが操作し、操作部１４４
が再生（ＰＬＡＹ）の操作入力を検出した場合（Ｓ１５４）、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１４８
が、キー情報（再生）メッセージをＣＤＬ親機１００に送信する（Ｓ１５５）。
【０１３１】
　この場合、ＣＤＬ親機１００では、呼制御部１１０が、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１０７を介
してキー情報（再生）メッセージを受信し、音楽プレーヤ制御部１１３が、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ制御部１２３を介して、ＡＶＲＣＰの遠隔制御情報（再生）を携帯型音楽プレーヤ
３０へ無線送信する（Ｓ１５６）。
【０１３２】
　携帯型音楽プレーヤ３０は、ＣＤＬ親機１００から再生動作を指示する遠隔制御情報（
再生）を受信すると、再生対象の音声データの再生を開始する（Ｓ１５７）
【０１３３】
　続いて、Ｓ１１１～Ｓ１１３の処理が実行される。
【０１３４】
　リモコン操作時の第２動作例によれば、第１動作例と同様の効果が得られる。更に、例
えば、携帯型音楽プレーヤ３０により音楽アプリが起動されていない場合、又は、携帯型
音楽プレーヤ３０とＣＤＬ親機１００とが連携していない場合でも、ＣＤＬ子機２００が
主導して音楽アプリの起動を指示できる。音楽アプリの起動後には、携帯型音楽プレーヤ
３０の音楽アプリに対して各種操作を指示するリモコンとして、ＣＤＬ子機２００を動作
させることができる。
【０１３５】
　次に、ＣＤＬ子機２００の表示部１４５に表示されるリモコン画面の画面例について説
明する。
【０１３６】
　図７（Ａ）～（Ｃ）は、ＣＤＬ子機２００における状態変化と表示部１４５のリモコン
画面の遷移との関係の一例を示す模式図である。図７（Ａ）は、携帯型音楽プレーヤ３０
の状態が再生中である場合のリモコン画面の画面例を示す模式図である。図７（Ｂ）は、
携帯型音楽プレーヤ３０の状態が一時停止中である場合のリモコン画面の画面例を示す模
式図である。図７（Ｃ）は、携帯型音楽プレーヤ３０の状態が音量調整中である場合のリ
モコン画面の画面例を示す模式図である。図７（Ａ）では、表示部１４５に表示されるリ
モコン画面とともに、操作部１４４の一部が示されている。図７（Ｂ），（Ｃ）では、操
作部１４４の一部の図示を省略している。
【０１３７】
　子機リモコン制御部１１１は、携帯型音楽プレーヤ３０から取得した状態情報と楽曲情
報に応じて、リモコン画面情報を編集し、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１０７を介して、ＣＤＬ子
機２００にリモコン画面情報を送信する。
【０１３８】
　また、例えば、携帯型音楽プレーヤ３０における操作、または、ＣＤＬ子機２００から
のリモコン操作に応じて、携帯型音楽プレーヤ３０の状態又は楽曲が変更されると、逐次
、ＣＤＬ親機１００に状態情報又は楽曲情報が通知され、ＣＤＬ親機１００が状態情報又
は楽曲情報の変化を検知する。状態情報又は楽曲情報の変化は、ＣＤＬ子機２００のリモ
コン画面に反映される。なお、ＣＤＬ子機２００におけるキー操作に応じて、ＣＤＬ子機
２００から状態情報又は楽曲情報が通知されてもよい。
【０１３９】
　図７（Ａ），（Ｂ）では、例えば、最上位の行から順に、再生対象の曲名（Music Name
）、再生対象の曲を含むタイトル名（例えばアルバム名（Album Name））、再生対象の曲
に関するアーティスト名（Player Name）リモコンの操作案内、ソフトキーに割り当てら
れた機能、の各情報が含まれる。このソフトキーは、例えば、左側のソフトキー（ＳＯＦ
Ｔ＿Ｌ），右側のソフトキー（ＳＯＦＴ＿Ｒ）を含む。
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【０１４０】
　操作部１４４は、図７（Ａ）に示すように、左側のソフトキー１４４ａ、右側のソフト
キー１４４ｂ、通話キー１４４ｃ、終話キー１４４ｄ、ナビキー（十字キー）１４４ｅ、
及びダイヤルキー１４４ｆを含む。
【０１４１】
　図７（Ａ）～（Ｃ）では、ナビキー１４４ｅにおいて、例えば、上方向のキーに音量ア
ップ指示、下方向のキーに音量ダウン指示、の各機能が割り当てられる。図７（Ａ），（
Ｂ）では、ナビキー１４４ｅにおいて、例えば、左方向のキーにリピート（Repeat）指示
、右方向のキーにスキップ（Skip）指示、の各機能が割り当てられる。
【０１４２】
　図７（Ａ）では、例えば、左側のソフトキー１４４ａに再生停止（ＳＴＯＰ）指示、右
側のソフトキー１４４ｂに再生一時停止（ＰＡＵＳＥ）指示、の各機能が割り当てられる
。図７（Ｂ）では、例えば、左側のソフトキー１４４ａに再生停止（ＳＴＯＰ）指示、右
側のソフトキー１４４ｂに再生（ＰＬＡＹ）指示、の各機能が割り当てられる。
【０１４３】
　ＣＤＬシステム１のリモコン操作時の動作によれば、携帯型音楽プレーヤ３０が音声デ
ータを再生する場合、ＣＤＬ親機１００のスピーカ１２９，１３０を外部スピーカとして
使用できる。そのため、ユーザが専用の外部スピーカを購入して携帯型音楽プレーヤ３０
に接続しなくても、ＣＤＬ親機１００のスピーカ１２９，１３０を用いて音声データを出
力できる。
【０１４４】
　また、携帯型音楽プレーヤ３０からの音声データを再生する場合、携帯型音楽プレーヤ
３０を遠隔操作するリモコンとして、ＣＤＬ子機２００を使用できる。ＣＤＬ子機２００
は、例えば形状又はサイズの制約が少ないため、把持しやすく、操作性が良好である。従
って、携帯型音楽プレーヤ３０の操作性が困難である場合でも、ＣＤＬ子機２００をリモ
コンとして使用するように連携することで、操作性を改善できる。
【０１４５】
　また、携帯型音楽プレーヤ３０の状態情報及び楽曲情報は、ＣＤＬ子機２００に転送で
きるので、ユーザは、ＣＤＬ子機２００を用いて、容易に音声データの遠隔操作を指示で
きる。
【０１４６】
　また、例えば、ＣＤＬ親機１００と携帯型音楽プレーヤ３０との間は無線接続され、物
理的に接続されなくてもよい。例えば、ユーザが各種操作（例えば、音量の調整、楽曲の
選択、再生開始、再生停止の操作）を行う場合、ユーザは視聴している位置からＣＤＬ親
機１００の近くまで移動して携帯型音楽プレーヤ３０を操作する必要がなく、操作性を向
上できる。
【０１４７】
　このように、携帯型音楽プレーヤ３０により音声データを再生する場合の携帯型音楽プ
レーヤ３０とＣＤＬ装置１０との連携を向上でき、快適な視聴環境を実現できる。
【０１４８】
　次に、ＣＤＬシステム１において、携帯型音楽プレーヤ３０からの音声ストリームデー
タをＣＤＬ親機１００のスピーカ１２９、１３０に再生出力中に、固定電話網からの電話
着信時又は固定電話網への電話発信時の動作例について説明する。
　電話着信時又は電話発信時には、ＣＤＬ装置１０は、コードレス電話子機を有しない電
話装置として動作してもよい。
【０１４９】
　図８は、ＣＤＬ親機１００、ＣＤＬ子機２００、及び携帯型音楽プレーヤ３０が連携す
る場合の電話着信時の第１動作例を示すシーケンス図である。図８では、ＣＤＬ子機２０
０が固定電話網を介して他の電話装置７０から電話着信に応答することを例示するが、Ｃ
ＤＬ親機１００が着信に応答してもよい。ここでは、図４のステップと異なるステップを
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説明し、図４のステップと同様のステップについては、同一の符号を付し、説明を省略又
は簡略化する。
【０１５０】
　まず、図８では不図示であるが、図４のＳ１０１～Ｓ１１１の処理が実行される。
【０１５１】
　続いて、携帯型音楽プレーヤ３０は、携帯型音楽プレーヤ３０が有する又は参照可能な
音声データを、例えば音声ストリームデータとして、順次、ＣＤＬ親機１００へ送信する
（Ｓ２０１）。
【０１５２】
　ＣＤＬ親機１００では、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信Ｉ／Ｆ部１２４を経由してＢｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ制御部１２３が、携帯型音楽プレーヤ３０からの音声ストリームデータを受信す
る。音声ストリームデータは、音声バスを経由して音声入出力制御部１０４に入力され、
アナログ信号に変換され、スピーカ１２９，１３０から音声出力される（Ｓ２０２）。
【０１５３】
　従って、携帯型音楽プレーヤ３０が音楽を再生する場合に、ＣＤＬ親機１００のスピー
カ１２９及び１３０を外部スピーカとして利用できる。
【０１５４】
　携帯型音楽プレーヤ３０から取得された音声ストリームデータの再生出力中に、呼制御
部１１０が、固定電話回線Ｉ／Ｆ部１０１を介して固定電話網から局線着信した場合（Ｓ
２０３）、スピーカ１２９，１３０への音声ストリームデータの出力を制限し、音声入出
力制御部１０４を介して、スピーカ１２９，１３０に対して着信音を鳴動するよう指示す
る（Ｓ２０４）。固定電話網から局線着信した場合は、呼制御部１１０が着呼を検出した
場合である。音声ストリームデータの出力の制限は、例えば、音声ストリームデータの出
力を小さくし、又は停止することを含む。着信音は、例えば、ＣＤＬ親機１００及びＣＤ
Ｌ子機２００の少なくとも一方により鳴動される。
【０１５５】
　Ｓ２０４では、例えば、音声ストリーム処理部１１２が音声ストリームデータの出力を
制限することで、スピーカ１２９，１３０による出力が制限されてもよい。例えば、音声
ストリーム処理部１１２が音声ストリームデータの出力を継続し、音声入出力制御部１０
４が、スピーカ１２９，１３０による音声ストリームデータの出力を制限してもよい。
【０１５６】
　スピーカ１２９，１３０による着信音の鳴動は、例えば、スピーカ１２９，１３０によ
る音声ストリームデータの出力を制限した後に行われるが、上記鳴動タイミングと制限タ
イミングとは多少重複してもよい。また、着信音の鳴動以外の方法（例えば振動、発光）
により、着信がユーザに提示されてもよい。
【０１５７】
　Ｓ２０３において固定電話回線Ｉ／Ｆ部１０１により固定電話網から局線着信すると、
呼制御部１１０にて局線着信を検知し、呼制御部１１０は、音楽プレーヤ制御部に再生一
時停止のリモコン動作を指示するために、音楽プレーヤ制御部１１３に再生一時停止を指
示する。音楽プレーヤ制御部１１３は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ制御部１２３を介して、ＡＶ
ＲＣＰの遠隔制御情報（再生一時停止）を送信する（Ｓ２１５）。この遠隔制御情報は、
携帯型音楽プレーヤ３０による再生の一時停止を指示する情報（再生一時停止情報）を含
む。
【０１５８】
　局線着信された場合に音声ストリームデータの再生を一時停止するか否かは、例えば、
予め設定されてもよいし、局線着信された際にＣＤＬ親機１００の操作部１０５又はＣＤ
Ｌ子機２００の操作部１４４を介してプログラム設定情報として記憶部１０３に保存でき
るようにしてもよい。
【０１５９】
　携帯型音楽プレーヤ３０は、ＣＤＬ親機１００からの再生一時停止情報を受信すると、
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音声ストリームデータの再生を一時停止し、音声ストリームデータの送信を停止する（Ｓ
２０６）。
【０１６０】
　携帯型音楽プレーヤ３０は、音声データの再生を一時停止すると、携帯型音楽プレーヤ
３０の状態が「一時停止」に遷移した旨を含むＡＶＲＣＰの状態情報（一時停止）を、Ｃ
ＤＬ親機１００へ送信する（Ｓ２０７）。
【０１６１】
　ＣＤＬ子機２００では、ユーザが操作部１４４を操作し、局線着信に対して応答するた
めのキー（例えば通話キー）をユーザが押下し、操作部１４４が通話キーの押下を検出す
る（Ｓ２０８）。通話キーが押下された場合、ＣＤＬ子機２００では、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ
部１４８を介して、キー情報メッセージ（通話）をＣＤＬ親機１００に通知する（Ｓ２０
９）。
【０１６２】
　ＣＤＬ親機１００では、呼制御部１１０が、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１０７を介して、キー
情報メッセージ（通話）をＣＤＬ子機２００から受信すると、固定電話回線Ｉ／Ｆ部１０
１に局線ループを形成する指示をし、着信に応答する（Ｓ２１０）。これにより、ＣＤＬ
子機２００は、ＣＤＬ親機１００及び固定電話網を介して、発信元の電話装置（不図示）
と通話可能となる（Ｓ２１１）。
【０１６３】
　通話が終了し、ユーザが操作部１４４を操作し、通話を終了するためのキー（例えば終
話キー）をユーザが押下した場合、操作部１４４が終話キーの押下を検出する（Ｓ２１２
）。終話キーが押下された場合、ＣＤＬ子機２００では、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１４８が、
キー情報メッセージ（終話）をＣＤＬ親機１００に通知する（Ｓ２１３）。
【０１６４】
　ＣＤＬ親機１００では、呼制御部１１０が、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１０７を介して、キー
情報メッセージ（終話）をＣＤＬ子機２００から受信すると、固定電話回線Ｉ／Ｆ部１０
１に形成された局線ループの切断を指示する（Ｓ２１４）。これにより、ＣＤＬ子機２０
０は、ＣＤＬ親機１００及び固定電話網を介して、発信元の電話装置（不図示）との通話
を切断する。
【０１６５】
　ＣＤＬ親機１００では、呼制御部１１０が、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１０７を介して、キー
情報メッセージ（終話）をＣＤＬ子機２００から受信すると、音楽プレーヤ制御部に再生
再開のリモコン動作を指示するために、音楽プレーヤ制御部１１３に再生再開を指示する
。音楽プレーヤ制御部１１３は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ制御部１２３を介して、携帯型音楽
プレーヤ３０にＡＶＲＣＰの遠隔制御情報（再生）を送信する（Ｓ２１５）。
【０１６６】
　携帯型音楽プレーヤ３０は、遠隔制御情報（再生）を受信し、音声データの再生を再開
すると、携帯型音楽プレーヤ３０の状態が「再生」に遷移した旨を含む状態情報を、ＣＤ
Ｌ親機１００へ送信する（Ｓ２１６）。
【０１６７】
　携帯型音楽プレーヤ３０は、ＣＤＬ親機１００からの再生再開情報を含む遠隔制御情報
を受信すると、Ｓ２０２において送信されていた音声ストリームデータのＣＤＬ親機１０
０への送信を再開する（Ｓ２１７）。
【０１６８】
　電話着信時の第１動作例によれば、ＣＤＬ親機１００又はＣＤＬ子機２００が電話着信
する場合、音声ストリームデータのスピーカ出力を制限するので、電話着信又は通話に対
する音声ストリームデータの音声出力による影響を抑制できる。従って、ＣＤＬ親機１０
０のスピーカ１２９，１３０を外部スピーカとして動作させることができ、電話着信時又
は通話時の音声を容易に聞き取りできる。
【０１６９】
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　また、遠隔制御情報を用いて、通話終了後の携帯型音楽プレーヤ３０の動作（例えば、
再生再開するか否か）を指定できる。従って、例えば、ユーザが通話終了後に携帯型音楽
プレーヤ３０からの楽曲の視聴を希望する場合に、楽曲の再生再開を実施でき、ユーザの
利便性を向上できる。
【０１７０】
　図８に示した電話着信時の第１動作例では、図６に示したように、ＣＤＬ子機２００が
主導して、携帯型音楽プレーヤ３０とＣＤＬ親機１００とを連携させ、携帯型音楽プレー
ヤ３０の音楽アプリを起動させてもよい。
【０１７１】
　図９は、ＣＤＬ親機１００、ＣＤＬ子機２００、及び携帯型音楽プレーヤ３０が連携す
る場合の電話着信時の第２動作例を示すシーケンス図である。
【０１７２】
　電話着信時の第２動作例は、図８に示した電話着信時の第１動作例と同様であるが、着
信時に、ＣＤＬ親機１００から携帯型音楽プレーヤ３０へ送信される遠隔制御情報に含ま
れる情報が異なる。電話着信時の第２動作例では、Ｓ２０５～Ｓ２０７の代わりにＳ２０
５Ｂ～Ｓ２０７Ｂの処理が実行され、Ｓ２１５～Ｓ２１７の処理が実行されない。ここで
は、図８のステップと異なるステップを説明し、図８のステップと同様のステップについ
ては、同一の符号を付し、説明を省略又は簡略化する。
【０１７３】
　Ｓ２０５Ｂでは、ＣＤＬ親機１００では、Ｓ２０３において呼制御部１１０が固定電話
回線Ｉ／Ｆ部１０１を介して固定電話網から局線着信した場合、音楽プレーヤ制御部１１
３は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ制御部１２３を介して、ＡＶＲＣＰの遠隔制御情報（再生停止
）を送信する。この遠隔制御情報は、携帯型音楽プレーヤ３０による再生を停止する情報
（再生停止情報）を含む（Ｓ２０５Ｂ）。このとき、呼制御部１１０は、音楽プレーヤ制
御部１１３に再生停止情報の送信を指示した旨を、例えば記憶部１０３に記憶しておく。
【０１７４】
　局線着信された場合に音声ストリームデータの再生を停止するか否かは、例えば、予め
設定されてもよいし、局線着信された際に操作部１０５を介して設定されてもよい。
【０１７５】
　携帯型音楽プレーヤ３０は、ＣＤＬ親機１００からの遠隔制御情報（再生停止）を受信
すると、楽曲の再生を停止し、音声ストリームデータの送信を停止する（Ｓ２０６Ｂ）。
【０１７６】
　携帯型音楽プレーヤ３０は、音声データの再生を停止すると、携帯型音楽プレーヤ３０
の状態が「停止」に遷移した旨を含むＡＶＲＣＰの状態情報（停止）を、ＣＤＬ親機１０
０へ送信する（Ｓ２０７Ｂ）。
【０１７７】
　ＣＤＬ親機１００では、呼制御部１１０が、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１０７を介して、通話
終了を示すキー情報メッセージ（終話）をＣＤＬ子機２００から受信すると、記憶部１０
３に再生停止情報を送信した旨が保持されている場合、音楽プレーヤ制御部１１３に対し
て、再生再開情報を含む遠隔制御情報の送信を行わない。従って、携帯型音楽プレーヤ３
０により音声ストリームデータの送信は再開されず、ＣＤＬ親機１００による音声データ
の再生再開は行われない。
【０１７８】
　電話着信時の第２動作例によれば、ＣＤＬ親機１００又はＣＤＬ子機２００が電話着信
する場合、音声ストリームデータのスピーカ出力を制限するので、電話着信又は通話に対
する音声ストリームデータの音声出力による影響を抑制できる。従って、ＣＤＬ親機１０
０のスピーカ１２９，１３０を外部スピーカとして動作させることができ、電話着信時又
は通話時の音声を容易に聞き取りできる。
【０１７９】
　また、遠隔制御情報を用いて、通話終了後の携帯型音楽プレーヤ３０の動作（例えば、
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再生再開するか否か）を指定できる。従って、例えば、ユーザが通話終了後に楽曲の視聴
を希望しない場合に、楽曲の再生再開を防止でき、ユーザの利便性を向上できる。
【０１８０】
　図１０は、ＣＤＬ親機１０、ＣＤＬ子機２００、及び携帯型音楽プレーヤ３０が連携す
る場合の電話発信時の動作例を示すシーケンス図である。
【０１８１】
　図１０では、携帯型音楽プレーヤ３０からの音声ストリームを再生出力中に、ＣＤＬ子
機２００が固定電話網を介して他の電話装置７０へ電話発信することを例示するが、ＣＤ
Ｌ親機１００が発信してもよい。図１０では、図８のステップと異なるステップを説明し
、図８のステップと同様のステップについては、同一の符号を付し、説明を省略又は簡略
化する。
【０１８２】
　まず、図１０では不図示であるが、図４のＳ１０１～Ｓ１１１の処理が実行される。続
いて、図８のＳ２０１，Ｓ２０２の処理が実行される。
【０１８３】
　ＣＤＬ親機１００において携帯型音楽プレーヤ３０から取得された音声ストリームデー
タの再生出力中に、ＣＤＬ子機２００では、ユーザが操作部１４４を操作し、局線発信す
るためのキー（例えば通話キー）をユーザが押下し、操作部１４４が通話キーの押下を検
出したとする（Ｓ２３１）。
【０１８４】
　通話キーが押下された場合、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１４８が、キー情報メッセージ（通話
）をＣＤＬ親機１００に通知する（Ｓ２３２）。
【０１８５】
　ＣＤＬ親機１００では、呼制御部１１０が、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１０７を介して、キー
情報メッセージ（通話）をＣＤＬ子機２００から受信すると、音楽プレーヤ制御部１１３
に再生停止または再生一時停止のリモコン動作を指示し、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ制御部１２
３を介して、遠隔制御情報を携帯型音楽プレーヤ３０へ送信させる（Ｓ２０５Ｂ）。この
遠隔制御情報は、例えば、再生停止情報又は再生一時停止情報を含む。図１０では、再生
停止情報を含む場合を例示している。
【０１８６】
　携帯型音楽プレーヤ３０は、ＣＤＬ親機１００からの再生停止情報を受信すると、楽曲
の再生を停止し、音声ストリームデータの送信を停止する（Ｓ２０６Ｂ）。
【０１８７】
　携帯型音楽プレーヤ３０は、音声データの再生を停止すると、携帯型音楽プレーヤ３０
の状態が「停止」に遷移した旨を含む状態情報（停止）を、ＣＤＬ親機１００へ送信する
（Ｓ２０７Ｂ）。
【０１８８】
　ＣＤＬ親機１００では、呼制御部１１０が、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１０７を介して、キー
情報メッセージ（通話）をＣＤＬ子機２００から受信すると、ＣＤＬ子機２００の状態を
確認し、子機の状態がアイドル状態からの通話キー押下であることから局線発信操作を行
ったことを検知し、固定電話回線Ｉ／Ｆ部１０１を介して、局線を捕捉する（Ｓ２３３）
。Ｓ２３３の処理は、Ｓ２０５Ｂの処理よりも前に実施されてもよい。
【０１８９】
　局線を捕捉すると、呼制御部１１０は、スピーカ１２９，１３０からの音声ストリーム
データの出力を制限する（Ｓ２３４）。音声ストリームデータの出力の制限は、音声スト
リームデータの出力の停止を含む。
【０１９０】
　Ｓ２３４では、例えば、音声ストリーム処理部１１２が音声ストリームデータの出力を
制限することで、スピーカ１２９，１３０による出力が制限されてもよい。例えば、音声
ストリーム処理部１１２が音声ストリームデータの出力を継続し、音声入出力制御部１０
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４がスピーカ１２９，１３０による音声ストリームデータの出力音量を下げる制限をして
もよい。
【０１９１】
　ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１０７により局線を捕捉すると、ＣＤＬ子機２００では、音声入出
力制御部１４３は、固定電話網及びＣＤＬ親機１００を介して取得した発信音（ＤＴ：Ｄ
ｉａｌ　Ｔｏｎｅ）を、スピーカ１５２に出力させる（Ｓ２３５）。
【０１９２】
　続いて、例えば、操作部１４４がダイヤル操作（例えばＤｉａｌ＃１）を受け付け（Ｓ
２３６）、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部１４８が、ダイヤルの情報（例えばｄｉａｌ情報＃１）を
ＣＤＬ親機１００へ送信する（Ｓ２３７）。ダイヤルの情報は、ダイヤル操作の情報を含
む。
【０１９３】
　ＣＤＬ親機１００では、呼制御部１１０が、ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部２０７を介して、ＣＤ
Ｌ子機２００からのダイヤルの情報を受信すると、固定電話回線Ｉ／Ｆ部１０１を介して
、固定電話網へダイヤル操作の情報を送信し、電話発信を行うことができる（Ｓ２３８）
。これにより、発信先の電話装置が所定の着信処理を行うことにより、通話可能になる。
【０１９４】
　電話発信時の第３動作例によれば、ＣＤＬ親機１００又はＣＤＬ子機２００が電話発信
する場合、音声ストリームデータのスピーカ出力を制限するので、電話発信又は通話に対
する音声ストリームデータの音声出力による影響を抑制できる。従って、ＣＤＬ親機１０
０のスピーカ１２９，１３０を外部スピーカとして動作させることができ、電話発信時又
は通話時の音声を容易に聞き取りできる。
【０１９５】
　図１０では、発信時に、再生停止情報を含む遠隔制御情報が送信されることを例示した
が、再生一時停止情報を含む遠隔制御情報が送信されてもよい。この場合、ＣＤＬ装置１
０が電話発信に伴う通話を終了する場合、携帯型音楽プレーヤ３０は、音声ストリームデ
ータの再生を再開し、音声ストリームデータの送信を再開する。
【０１９６】
　図８～図１０では、ＣＤＬ子機２００が省略されない場合を例示したが、ＣＤＬ子機２
００が省略されてもよい。この場合、ＣＤＬ親機１００の操作部１０５から操作して、電
話着信への応答又は電話発信を行ってもよい。この場合でも、前述と同様の効果が得られ
る。
【０１９７】
　ＣＤＬシステム１の電話着信時又は電話発信時の動作によれば、携帯型音楽プレーヤ３
０が音声データを再生する場合、ＣＤＬ親機１００のスピーカ１２９，１３０を外部スピ
ーカとして使用できる。そのため、ユーザが専用の外部スピーカを購入して携帯型音楽プ
レーヤ３０に接続しなくても、ＣＤＬ親機１００のスピーカ１２９，１３０を用いて携帯
型音楽プレーヤ３０が再生した音声データを出力できる。
【０１９８】
　また、ＣＤＬ親機１００のスピーカ１２９，１３０を外部スピーカとして使用中に、電
話着信又は発信がある場合でも、ユーザが特別な操作をせずに、スピーカ１２９，１３０
による携帯型音楽プレーヤ３０からの音声データの出力を制限する。従って、ユーザが特
別な操作を行うことなく、音楽のスピーカ出力により通話を困難にすることを抑制でき、
通話音声を聞き取り易くできる。
【０１９９】
　このように、携帯型音楽プレーヤ３０により音声データを再生する場合の携帯型音楽プ
レーヤ３０とＣＤＬ装置１０との連携を向上でき、快適な視聴環境及び通話環境を実現で
きる。
【０２００】
　なお、本発明は、上記実施形態の構成に限られるものではなく、特許請求の範囲で示し
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た機能、または本実施形態の構成が持つ機能が達成できる構成であればどのようなもので
あっても適用可能である。
【０２０１】
　例えば、上記実施形態では、連携キーの押下に応じて、ＣＤＬ子機２００がリモコンと
しての動作を開始したが、他のトリガによりリモコンとしての動作を開始してもよい。他
のトリガは、例えば、ＣＤＬ子機２００の通信先から連携開始の指示を受けた場合、所定
の時刻に連携開始することが予め設定されている場合、を含む。また、連携キーに限らず
、他のキーについても同様である。
【０２０２】
　例えば、上記実施形態では、固定電話回線を用いた通話を例示したが、他の電話回線（
例えばＩＰ電話回線）を用いた通話に対しても適用可能である。
【０２０３】
　例えば、上記実施形態では、リモコン画面を用いて、視覚的にＣＤＬ子機２００へのユ
ーザ操作を補助することを例示したが、他の手段（例えば音声）を用いてユーザ補助して
もよい。例えば、ＣＤＬ親機１００がリモコン画面情報の代わりにリモコン音声情報を生
成し、ＣＤＬ子機２００がリモコン音声情報に送信してもよい。これにより、ＣＤＬ子機
２００のユーザは、リモコン音声情報を聴いて、例えばマイクロホン１５１を用いた音声
認識を用いて、遠隔操作を指示してもよい。
【０２０４】
　例えば、上記実施形態では、携帯型音楽プレーヤ３０が、音声データ（例えば楽曲のデ
ータ）をＣＤＬ親機１００へ送信することを例示したが、音声データと画像データとを含
む映像データを送信してもよい。つまり、音声データは、映像データの音声成分を含んで
もよい。
【０２０５】
　例えば、上記実施形態では、ＣＤＬ親機１００の記憶部１０３が、電話着信時又は電話
発信時に、遠隔制御情報が再生一時停止を指示する情報を含むか、再生停止を指示する情
報を含むかを、プログラム設定情報として保持してもよい。呼制御部１１０は、このプロ
グラム設定情報に応じて、携帯型音楽プレーヤ３０に対して、再生を一時停止させるか、
再生を停止させるか、を指定してもよい。
【０２０６】
（本発明の一態様の概要）
　本発明の一態様の電話装置は、電話回線を接続し、前記電話回線を介した発着呼を取り
扱う電話装置であって、音楽再生装置との間でデータを無線通信する第１の無線通信部と
、前記第１の無線通信部を介して、前記音楽再生装置の状態を管理し、前記音楽再生装置
に前記音楽再生装置を遠隔制御する遠隔制御情報を送信する第１の制御部と、音声データ
を音声出力するスピーカと、前記音楽再生装置から受信した音声データを再生し、前記音
声データを前記スピーカに出力する音声処理部と、電話回線を介した発呼又は着呼を検知
し、前記スピーカにより前記音声データを音声出力中に着呼又は発呼が検知された場合、
前記音楽再生装置からの音声データの出力を制限する呼制御部と、を備える。
【０２０７】
　この構成によれば、音楽再生装置が再生可能な音声データを、電話装置のスピーカを利
用して出力できる。また、ユーザが特別な操作を行わなくても、音声データのスピーカ出
力による通話への影響を抑制できる。従って、音楽再生装置により音声データを再生する
場合の音楽再生装置と電話装置との連携を向上できる。よって、例えば、快適な音声デー
タの視聴環境及び通話環境を実現できる。
【０２０８】
　また、本発明の一態様の電話装置は、前記呼制御部が、前記スピーカに前記音楽再生装
置からの音声データを再生出力中に、前記電話回線を介した発呼又は着呼を検知した場合
、前記音楽再生装置に音声データの出力を制限する前記遠隔制御情報を通知するよう前記
第１の制御部に指示する。
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【０２０９】
　この構成によれば、ユーザが特別な操作を行わなくても、音楽再生装置に対して遠隔制
御により音声データの出力を制限させることで、電話装置における音声データのスピーカ
出力による通話への影響を抑制できる。従って、音楽再生装置により音声データを再生す
る場合の音楽再生装置と電話装置との連携を向上できる。よって、例えば、快適な音声デ
ータの視聴環境及び通話環境を実現できる。
【０２１０】
　また、本発明の一態様の電話装置は、前記電話回線を介した発呼又は着呼を検知した場
合、前記音楽再生装置に通知する前記遠隔制御情報が、前記音楽再生装置に再生停止また
は再生一時停止を指示する情報である。
【０２１１】
　この構成によれば、音声出力が制限される音声データの送信が停止されるので、音楽再
生装置及び電話装置の処理負荷を低減して、音声データのスピーカ出力により通話への影
響を抑制できる。
【０２１２】
　また、本発明の一態様の電話装置は、前記呼制御部が、前記電話回線を介した発呼又は
着呼を検知した場合、前記音楽再生装置に再生停止または再生一時停止の何れを指示する
かを、前記電話装置が保持するプログラム設定情報に応じて指定する。
【０２１３】
　この構成によれば、例えば、終話後に、音楽再生装置にからの音声データを電話装置に
おいて再生再開するか否かを、予め定めることができ、ユーザの利便性を向上できる。
【０２１４】
　また、本発明の一態様の電話装置は、前記発呼又は着呼の終話を検知した場合、前記第
１の制御部は、前記音楽再生装置に再生開始を指示する遠隔制御情報を通知し、前記音声
処理部は、前記音楽再生装置から受信した音声データを再生し、前記音声データを前記ス
ピーカに出力する。
【０２１５】
　この構成によれば、通話の終了に応じて、音声データのスピーカ出力を容易に再開でき
る。従って、ユーザが特別な操作を行わなくても、音声データの視聴環境の提供を再開で
きる。
【０２１６】
　また、本発明の一態様の電話装置は、前記第１の制御部が、前記電話回線を介した発呼
又は着呼を検知時に、前記音楽再生装置に再生一時停止を指示した後、前記着呼又は発呼
の終話を検知した場合、前記音楽再生装置に再生開始を指示し、前記電話回線を介した発
呼又は着呼を検知時に、前記音楽再生装置に再生停止を指示した後、前記着呼又は発呼の
終話を検知した場合、前記音楽再生装置に再生開始を指示しない。
【０２１７】
　この構成によれば、着呼又は発呼時の遠隔制御の指示（停止又は一時停止）に応じて、
音楽再生装置からの音声データの送信再開の要否を指定できる。
【０２１８】
　また、本発明の一態様の電話装置は、前記呼制御部が、前記スピーカに前記音楽再生装
置からの音声データを出力中に、前記電話回線を介した着呼を検知した場合、前記音楽再
生装置から受信した前記音声データの再生を停止し、着信音を前記スピーカから出力させ
る。
【０２１９】
　この構成によれば、音声データを出力していた場合でも、着呼又は発呼の存在を認識で
き、音声データの視聴状態から通話状態へ円滑に移行できる。
【０２２０】
　また、本発明の一態様の電話装置は、コードレス電話子機とコードレス電話親機とを含
み、前記コードレス電話親機は、前記第１の無線通信部と、前記第１の制御部と、前記ス
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ピーカと、前記音声処理部と、前記コードレス電話子機との間でデータを無線通信する第
２の無線通信部と、前記コードレス電話子機を、前記第２の無線通信部を介して、前記音
楽再生装置を遠隔制御するための操作部として動作させる第２の制御部と、を備える。
【０２２１】
　この構成によれば、コードレス電話子機を用いて、音楽再生装置を遠隔制御できる。ま
た、音楽再生装置を操作する度にユーザが移動する必要がなくなり、ユーザの利便性を向
上できる。また、音楽再生装置自体の操作が困難である場合でも、コードレス電話子機に
より良好な操作性を実現できる。
【０２２２】
　また、本発明の一態様の電話装置は、前記第１の無線通信部の通信方式が、ＩＥＥＥ８
０２．１５．１規格に準拠する通信方式を含む。
【０２２３】
　この構成によれば、音楽再生装置と電話装置とを有線接続する必要がないので、音楽再
生装置を操作する度に移動することが不要になる。従って、音楽再生装置の音声データを
電話装置のスピーカで音声出力する場合におけるユーザの利便性を向上できる。また、電
話装置と連携する場合における音楽再生装置の配置場所の自由度も向上できる。
【０２２４】
　また、本発明の一態様の電話システムは、電話装置と音楽再生装置とを含む電話システ
ムであって、前記電話装置は、前記音楽再生装置との間でデータを無線通信する第１の無
線通信部と、前記音楽再生装置の状態を管理し、前記第１の無線通信部を介して前記音楽
再生装置を遠隔制御する第１の制御部と、音声データを音声出力するスピーカと、前記第
１の無線通信部により受信された前記音楽再生装置からの音声データを再生し、前記音声
データを前記スピーカに出力する音声処理部と、電話回線を介した発呼又は着呼を検知し
、前記スピーカにより前記音声データを音声出力中に着呼又は発呼が検知された場合、前
記音楽再生装置からの音声データの出力を制限する呼制御部と、を備え、前記音楽再生装
置は、前記電話装置との間でデータを無線通信する第３の無線通信部と、音声データを再
生する音声データ再生部と、前記音声データ再生部により再生される音声データを、前記
電話装置へ音声ストリーム送信する音声データ送信部と、前記電話装置から受信した遠隔
制御情報に応じて、前記音楽再生装置の動作を制御する第３の制御部と、を備える。
【０２２５】
　この構成によれば、音楽再生装置が再生可能な音声データを、電話装置のスピーカを利
用して出力できる。また、ユーザが特別な操作を行わなくても、音声データのスピーカ出
力による通話への影響を抑制できる。従って、音楽再生装置により音声データを再生する
場合の音楽再生装置と電話装置との連携を向上できる。よって、例えば、快適な音声デー
タの視聴環境及び通話環境を実現できる。
【０２２６】
　また、本発明の一態様の制御方法は、電話装置における制御方法であって、音楽再生装
置との間でデータを無線通信するステップと、前記音楽再生装置の状態を管理し、無線通
信を介して前記音楽再生装置を遠隔制御するステップと、前記音楽再生装置から受信した
音声データを再生し、前記音声データをスピーカに出力するステップと、電話回線を介し
た発呼又は着呼を検知するステップと、前記スピーカにより前記音声データを音声出力中
に着呼又は発呼が検知された場合、前記音楽再生装置からの音声データの出力を制限する
ステップと、を有する。
【０２２７】
　この方法によれば、音楽再生装置が再生可能な音声データを、電話装置のスピーカを利
用して出力できる。また、ユーザが特別な操作を行わなくても、音声データのスピーカ出
力による通話への影響を抑制できる。従って、音楽再生装置により音声データを再生する
場合の音楽再生装置と電話装置との連携を向上できる。よって、例えば、快適な音声デー
タの視聴環境及び通話環境を実現できる。
【産業上の利用可能性】
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【０２２８】
　本発明は、音楽再生装置により音声データを再生する場合の音楽再生装置と電話装置と
の連携を向上できる電話装置、電話システム、及び制御方法等に有用である。
【符号の説明】
【０２２９】
　１　コードレス電話システム（ＣＤＬシステム）
　１０　コードレス電話装置（ＣＤＬ装置）
　１００　コードレス電話親機（ＣＤＬ親機）
　２００　コードレス電話子機（ＣＤＬ子機）
　３０　携帯型音楽プレーヤ
　４０　固定電話網
　１０１　固定電話回線Ｉ／Ｆ部
　１０３，１４２　記憶部
　１０４，１４３　音声入出力制御部
　１０５，１４４　操作部
　１０６，１４５　表示部
　１０７，１４８　ＣＤＬ無線Ｉ／Ｆ部
　１０８，１４９　ＣＤＬプロトコル制御部
　１０９　親機制御部
　１１０　呼制御部
　１１１　子機リモコン制御部
　１１２　音声ストリーム処理部
　１１３　音楽プレーヤ制御部
　１２１　無線ＬＡＮ制御部
　１２２　無線ＬＡＮ通信Ｉ／Ｆ部
　１２３　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）制御部
　１２４　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信Ｉ／Ｆ部
　１２５　留守番電話制御部
　１２６　子機／携帯端末充電部
　１２７　ＵＳＢ通信Ｉ／Ｆ部
　１２８，１５１　マイクロホン
　１２９，１３０，１５２　スピーカ
　１４４ａ，１４４ｂ　ソフトキー（ＳＯＦＴ－Ｌ、ＳＯＦＴ－Ｒ）
　１４４ｃ　通話キー（ＴＡＬＫ）
　１４４ｄ　終話キー（ＥＮＤ）
　１４４ｅ　ナビキー
　１４４ｆ　ダイヤルキー
　１４７　子機制御部
　１５０　充電池
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